
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 ２学期が始まりました。途端に、朝晩になるとヒンヤリとした風が漂い始め、秋の気配を感じさせられま

す。それにしても、８月に九州から西日本に襲った集中豪雨の相次ぐ被害には驚きました。異常気象なのか

それとも一過性のことなのかまだ分かりませんが、確かに地球温暖化の影響もあるかもしれません。 

 これから台風シーズンもやってくる季節ではありますが、過ごしやすい気候を迎えます。実りの秋にふさ

わしい収穫が得られるよう体調管理に気を付けながら精力的に過ごしましょう。 

 
 
 

第３回 合同支部会議 報告 
 

 ７月２６日（土）に第３回支部会議を何と「燔」

を会場に１７時から行いました。出席者は８名と夏

休みに入ったばかりということもあってほっとし

た気分が感じられました。それぞれ一人ずつ一学期

の実践や学級の子どもたちの様子や職場の様子な

どを報告していきました。子どもに対する指導で保

護者からクレームがきてその対応に追われたとい

った深刻なものから、修学旅行をやり切って自信を

持った子どもたちの報告や夏の研究集会に向けて

のレポートの紹介などもありました。また、普段な

かなか会議に参加できない人からは、仕事内容の様

子を聞くことができました。丁度この会議の２、３

日前には、丘珠空港で自衛隊の航空ショーが開かれ、

オスプレイも 2機展示されたことなどもあって、そ

のことも話題に上がったりして話が弾み、あっとい

う間に３時間が過ぎてしまいました。 

 

       「教育全国署名」スタート 

 7 月 27 日に、高校教職員センターにおいて開かれました。全教

本部から浅田さんが教育をめぐる情勢報告のために駆けつけてく

れました。また、現場からの報告

では、神保副委員長が先生方や子

どもたちについての発言をしまし

た。 

 今にも雨が落ちてきそうな天気

でしたが、集会後、大通西 3丁目

で今年最初の街宣署名行いました。

全石狩札幌からは、秋山委員長、

神保並びに小西副委員長が参加しました。天気もあまり良くなかった

こともあり、人出も少なく急いで歩く人たちが多くなかなか話を聞い

てくれる人が少なかったのですが、一時間で約 15 筆が集まりました 
  

全教石狩札幌 
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今 後 の 主 な 予 定 

９月１３日（土）道教組第27回中央委員会  

9:30～15:30 労働センター３階会議室 

13～14日   道教組青年部「オトナの宿泊研修」 旭川市内・近郊 

１９日（金）「さっぽろ子ども・若者白書」をつくる会設立集会 

      18:30～ エルプラザ４Ｆ 中研修室Ｂ・Ｃ 

２０日（土）本部執行委員会 10:30～ 労働センター 

※その他に、石狩支部の支部会議が９月に予定されています。 

 また、毎週、書記局会議が入ります。 

 

10月１３日（月）さっぽろ＜子育て・教育＞市民フェスティバル2014 

 9:30～16:30  札幌市男女共同参画センター(エルプラザ) 

１９日（日）教育実践学習会 13:30～16:30  労働センター会議室 

※日ごろの実践発表や悩みの交流などを組合員以外の人たちにも 

参加を呼び掛けて行います。詳細については、後日お知らせします。 

   ２５日（土）道教組単組代表者会議 10:00～10:00 労働センター会議室 

 

 11月8(土)～9(日) 全道合研  札幌学院大学 

 

 

☆ゆきとどいた教育を求める全国署名の到達点と情勢 

 
  ・25 年間で 4億 2761 万 4903筆 

  ・2013年度は、私学 693万 7784 筆、公立 110万 1996 筆、合計 803万 9780 筆(3 月末時点) 

   紹介議員が 10会派・無所属からのべ 244 名。 

   大きな広がりを見せてきている。 

  ・国は、2011年度小１で 35 人学級、2012 年度は加配定数を流用する形で小２まで実施。しかし、 

   安倍政権に代わった 2013 年度以降は、35 人以下学級の前進を見送り 

  ・教職員定数の「10 人の純減」を強行。「10 人」という具体的な数字を出すことで、今後は教職 

   員定数改善を抑制していくことを表明したものと受け止めることができる。 

  ・安倍「教育再生」の具体化へ、より多くの予算が措置されている。 

   地教行法の改悪により、首長介入の道が切り開かれた。→実行させない取組が必要 

   全国一斉学力テストの悉皆調査に 61 億円→学テ結果公表可能に→来年は理科予定 

   道徳の教科化→「私たちの道徳」に 14億円、持ち帰り 

 土曜授業→実施している県 2県、市町村教委の実施 15県 

 「スーパーグローバルハイスクール」などのグローバル人材育成 5 年間で 8億円、特定校に 

 今後の学制等の在り方について(第五次提言) 

 →小中一貫教育学校、学校規模の適正化による統廃合、1校を無くすことで 3億円が浮く、 

  幼児教育への「早期教育」持ち込み、教師インターン制度、メリハリある給与など教職員へ 

  の管理統制強化など 

 

 

署名用紙が間もなく皆さんのもとへ届きます。教育をめぐる全国・全道

の情勢を学び合い、署名活動の取組みを交流しましょう。 


